
 

 

 

 

 
 

 2022 年 5 月分貿易概況〔速報〕  

全国の貿易概況〔速報〕 

   2022年5月分の貿易額は、輸出は鉄鋼、鉱物性燃料等が増加し、7兆2,521億円と対前年同

月比15.8％の増加（15ヵ月連続の増加）となった。 

また、輸入は原粗油、石炭等が増加し、9兆6,367億円と対前年同月比48.9％の増加（16

ヵ月連続の増加）となった。 

     その結果、差引額は▲2兆3,847億円と10ヵ月連続の赤字となった。 

   

  長崎税関管内の貿易概況〔速報〕  （資料提供：長崎税関） 

 

 

 

 

 

 

◎長崎税関管内港別貿易額[2022年5月分]                      

※前年同月(期)比１０％以上の増減 があったものは青字（増加）、赤字（減少）で表示（単位:百万円） 

区 分 

輸       出 輸       入 

当月分 前年同月比 累 計 前年同期比 当月分 前年同月比 累 計 前年同期比 

管内合計 42,638 2.0 倍 183,695 121.2％ 285,934 2.6 倍 1,009,666 198.0％ 

長  崎 732 2.5 倍 13,727 103.5％ 13,315 8.2 倍 35,141 2.8 倍 

長 崎 空 港 － － － － 194 3.0 倍 407 5.1 倍 

佐 世 保 9,928 99.4％ 48,701 79.1％ 39,056 10.5 倍 166,002 3.3 倍 

三   池 2,314 83.8％ 32,865 96.0％ 3,824 128.2％ 16,510 105.0％ 
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< 輸出：3ヵ月連続のプラス> 

化学製品、金属鉱及びくずなどが減

少したものの、再輸出品、船舶類など

が増加し３ヵ月連続のプラス 

426億38百万円(前年同月比2.0倍) 

 

< 輸入：14 ヵ月連続のプラス> 

生きた動物、再輸入品などが減少し

たものの、鉱物性燃料、穀物及び同調

製品などが増加し 14 ヵ月連続のプラ

ス 

2,859 億 34 百万円(前年同月比 2.6 倍) 



区 分 

輸    出        輸     入 

当月分 前年同月比 累 計 前年同期比 当月分 前年同月比 累 計 前年同期比 

八 代 1,397 107.6％ 6,772 95.4％ 4,558 135.0％ 27,130 115.9％ 

熊 本 1,503 108.3％ 7,491 92.8％ 1,066 123.2％ 4,122 66.4％ 

三 角 389 173.2％ 2,275 158.1％ 3,633 2.1 倍 10,392 197.7％ 

水 俣 49 67.9％ 336 105.1％ 2,139 2.7 倍 8,578 193.6％ 

熊 本 空 港 － － － － － － － － 

鹿 児 島 23,815 9.0 倍 53,854 3.8 倍 195,681 2.5 倍 643,999 2.0 倍 

鹿児島空港 6 3.1％ 133 34.7％ 2,800 120.3％ 3,489 68.5％ 

志 布 志 1,551 87.6％ 13,311 166.3％ 18,168 155.0％ 84,918 145.1％ 

川   内 913 158.3％ 4,017 137.9％ 1,480 167.8％ 7,469 100.7％ 

枕 崎 40 91.4％ 214 146.8％ 20 15.9％ 1,506 138.8％ 

※長崎港には松島港を含む。 ※佐世保港には松浦港及び福島港を含む。※鹿児島港には喜入港を含む。 

為替レート：税関長公示レートの平均値 

２０２２年５月平均：１２９．１７円／ドル  【前年同月（１０８．８０円／ドル）比１８．７％の円安】 

 

   

 


